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抄録
本稿は、本学の学部学生諸君による木工体験学習に関する報告である。今回、体験学習をし
た学生たちは北翔大学生涯学習システム学部健康プランニング学科健康サポートコース水野研
究室の３年ゼミ生であった。彼らは同学年の学生ではないが、各自が大学３年次に同様な体験
学習をした。その結果、それぞれ電気スタンドとして使用する木製のサッカー・ボール、ある
いはスケート・ボードの木部であるデッキ、そして文庫本を収納するための手提げ木箱を作成
した。
本稿で主にとり挙げている内容は、以下に記す３点である。
１．人類の生産技術史における木質材料の特質を明らかにすること。
２．２００６年ならびに２００７年の２箇年にわたって実施した木工体験学習の具体的な内容。こ
の点に関しては、目に見える一つの成果として木工作品という結実を見た。
３．学生諸君が記した木工体験学習のリポートをも採録している。
特に３点眼の学生自らの筆による体験リポートでは、彼らがさまざまな失敗や苦労を重ねた結
果、写真で示すような作品群を仕上げた体験学習の過程を読みとることが出来る。
はじめに
北翔大学生涯学習システム学部内の健康プランニング学科では、衣食住をはじめとする生活
環境への学問的な関心を保持してきている。各人が自らの地盤・足元を見詰めなおすという真
摯な態度を保ちながら学び続けるという行為こそが、生涯学習の手堅い基盤に他ならないと考
えるからである。
そのような問題意識に基づきながら当「住生活・都市施設・健康環境」研究室においては、
建設材料ないし環境素材をゼミナール所属学生たち自らが使いこなす事が出来るようになるま
でのプログラムを構築してきた。このための具体的なカリキュラムは、毎年３年次ゼミ生が後
学期に履修する「専門演習Ⅰ・Ⅱ」の授業の中で展開している。「専門演習Ⅰ・Ⅱ」という科目
名をもつ必修科目の範囲内で、同時間の一部分を活用して「体験学習」を組み上げてきたので
ある。
本研究室にあって今日までに学生諸君が取り扱う経験をした素材には、さまざまなものがあ
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った。それらは赤煉瓦（普通建築用煉瓦）１）、白煉瓦（耐火煉瓦）２）、土３）、砂４）、ガラス５）、鉄６）
ほかである。
この歴史的な実活動は現在の北翔大学と称するようになったのちだけでなく、生涯学習シス
テム学部が設置された時点で名乗った大学名である北海道浅井学園大学時代から開始した。そ
して、その後に改称した浅井学園大学時代も、休むことなく続けられてきた。
上記のほか将来的に体験学習として扱ってみたい素材には、
①錫（すず）を素材とする鋳造
②青銅を素材とする鋳造
③黄銅・真鍮を素材とする鋳造
④アルミニウムを素材とする鋳造
など、どれも金属を融点以上まで熱して液体としたのちに鋳物砂でつくった鋳型に流し込む
工程である。これらの作業は、いずれも炎の祭典である「えべつやきもの市」会場にて参加市
民の面前で実演する企画としては好適な催し物であろうと考えている。
木質という素材の特性概要
先に掲げた素材体験は全て地域活性化が目的で、言い換えれば「まちづくり」へ僅かながら
でも寄与したいとの意図があって継続してきた。これらの試みとは別に、本ゼミナールでは生
活空間の構成素材を取り扱うトレーニングも繰り返している。この体験学習は、もっぱら屋内
において続けてきた。そこで触れることの出来る素材は、昨年度までは木質材料に限定されて
いた７）。木という材料以外を直接扱ったのは、本年度の陶芸体験が最初である３）。
当研究室にあって連続的に木質材料の使いこなし過程に取り組んできた理由のひとつは、木
という身近な建築材料が多くの点で優れた性能を有している事実がある。
①加工性に優れていること。
②自重に比して強度が高い点。
③仕上げによって美しい外観を得られる。
④削りだされた面の肌触りが柔らかい事。
⑤それに加えて温かい感触を保っている。
⑥気温が変化しても変形が僅かである点。
などの利点を列挙することが出来る。
なお木質材料を呼称する日本語には、木材と材木の両者がある。一般の方々には、これらの
違いが明瞭ではないかもしれない。「木材」とは、伐採された樹木から「枝落し」をしただけの
皮付きの丸太を意味する。これに対して「材木」は「角材」や「板材」に製材された商品を言
う。したがって材木は多くの場合、樹皮を取り去った状態である。
水辺にある木材の貯木場に丸太が浮かんでいるのは、用語として正しい姿である。あるいは
陸上にある木材の貯木場ならば、その風景は多数の丸太がピラミッド状に積み上げられている
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ものであろう。また寿司店などにおける隠語として、爪楊枝のことを時に「材木」と呼ぶの
も、ある意味では正しいことなのである。
技術上の時代区分と木質
生産技術史や産業技術史あるいはより広範な文化史の学問分野には、有史以来今日に至るま
で下記のような時代区分がなされている。
①旧石器時代
②新石器時代
③縄文式土器の時代
④弥生式土器の時代（北海道では続縄文時代が続く）
⑤青銅器時代 （わが国では、ごく短い）
⑥鉄器の時代 （現代に至る。いまや鉄というよりも鋼の時代）
前章で述べたように木質は非常に優れた素材であるにもかかわらず、木器の時代と称される
時代区分は日本にも海外においても西洋でも東洋にあっても、あまり耳にしない。しかしなが
ら材木を利用することは、あらゆる技術の初期段階において極めて重要な要件であると判断さ
れる。
たとえば船舶という移動手段・交通機関は木質をおいて、他にはスタートすることさえ不可
能であったろう。また近代の産業革命を象徴する繊維機械などは、今日でこそオール金属性の
紡績機、製糸機、紡毛機、織機、編み機などであるが、当初は木製の機械群として発明ラッシ
ュを迎えた。
「木器の時代」を考古学史上で確立し得なかった理由は、おそらく複数に及ぶと考えられる
が、そのひとつには埋蔵文化財となった場合に形状が保ちにくかった時代が存在したという事
実もあろう。また、その一方で木質は、上記①から⑥までの時代区分のいずれの時期にあって
も、常に無視することが許されないほど重要な地位を占め続けてきたという事実も大きく影響
していよう。
そのように多様な背景から木質材料「木材」と「材木」は、現代社会となった今でも主要な
役割を担い続けている。以上のような趣旨から当研究室においては、木工体験も大切な学習分
野のひとつとして選択肢の中に置いておきたい。
今回の木工体験
この度、本稿において報告する木工体験は２００６年平成１８年度ならびに２００７年平成１９年の２箇
年にわたる体験学習の結果である。両年とも江別市文京台東町に所在する「ふじ工房」におい
て体験した内容である。
２箇年にわたって実施した体験学習のリポートを掲載するので、本稿でとり挙げる制作物は
さまざまである。ほぼ球形に近い立体物があるかと思えば、平板ではあるが重厚な１枚板に自
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らの手で貼り合わせた外形全体が曲線の品もあり、さらにほぼキュービクルな箱物まで見られ
る。これら多彩な作品群の制作風景を、体験学習リポートとして本稿で以下に報告する。
体験した学生の声
それでは昨年度ならびに一昨年の木工体験に参加した学生諸君の声を順次、採録しておきた
い。その際、体験学生自身がまとめたリポートを、そのまま採用するという基本を守ってい
る。ただし筆者の方で手を加えた点があることも明記しておく必要があろう。第一に、学生番
号は割愛した。この配慮は、学生の氏名と当人の学生番号が揃って学外に知られた場合、個人
情報の流出に相当すると見なされる事実に基づく。また記憶違いや明らかな文字の変換ミス等
は、本稿の筆者である水野の責任において改めている。
上記のような方針に沿って以下に参加学生の体験記を記載する。まず体験リポートを提出し
た時点での体験者自身の学年が氏名の前に明記された原稿もある。したがって、現在に至って
は３年生それから４年生という順にこだわることが大きな意味をもたないのも事実となってい
る。本稿では体験者たちの氏名をアルファベット順に、掲載する。姓のアルファベット順に配
列しても、名の方でアルファベット順に並べても３名の順番は同一となる。
木工体験記録
健康プランニング学科 ３－D 福島 健太
２００６年度の水野ゼミでは、テーマを「自らの生活基盤・日常空間を再認識するためのトレー
ニング」と題し、水野先生の提案で木工体験を行うことになった。最初は、ゼミの活動で木工
をするのかと驚いたこともあったが、元元工作や絵を描くといった作業が得意で好きだったの
で、すぐに「やります！」と返事をした。
実際に木工を始めていく前に、今回木工体験でお世話になる「ふじ工房」の藤田先生の作品
を見せていただいた。作品は、細部にまでこだわったビートル形ワーゲン、ハンドルを回すと
人がくるくると鉄棒を回るからくりおもちゃなど、いずれも完成度が高く、童心に戻ったよう
にそれらの作品に見入ってしまった。
ふじ工房での木工体験初日、藤田先生と話し合い、まずは何を作っていくかということを考
えた。私が事前に考えていた木工作品で作りたいものはサッカーボールだった。しかし、藤田
先生と話していく中で、サッカーボールは球体であるために木工での作成は非常に難しいとい
うことを聞かされた。また、もしサッカーボールを作ったとしてもからくりが無いので、完成
した後の楽しみも少ないと言われ、その日は作品を決定せずに、後日また考え決めることにし
た。
一度はあきらめかけた木のサッカーボール制作だが、難しいと言われれば余計に作りたくな
るのがスポーツマンの負けず嫌いなところで、後日、藤田先生の「本当にサッカーボールでい
いのかい？」という言葉に対し「やります！」と押し切るように返事した。
９８ 水野：生涯学習系学生の木工体験学習
学習研究所紀要　　４Ｃ７５　１Ｃ３３／第１２号　２００９．０３　ＣＴＰ／第１２号／０９３～１０８　論文０５　水野　　　１Ｃ  2009.03.30 17.13
作るものが決まったところで、今度は作品の具体的な案を練っていった。私が当初作りたい
と思っていたサッカーボールとは、従来の五角形と六角形を組み合わせたものではなく、２００６
年のドイツワールドカップから使われるようになった「ひょうたん」の様な形のものがいくつ
か組み合わさって出来ている新しいタイプのものだった。その年が丁度ワールドカップ開催の
年だったこともあり、尚更そのタイプのものを作りたかったのだが、藤田先生と話していく中
で、新しいタイプのサッカーボールにはカーブが多く、また模様が珍しい形をしているため、
素人が作成するのには極めて困難であるという結論に達し、新しいタイプのサッカーボール作
成は断念することになった。
従来の五角形と六角形の形のサッカーボールを製作することに決定したところで、作品の大
きさ、使用する木の厚さ、材木の種類、材木のカットの方法、パーツとパーツのつなぎ方な
ど、具体的な内容について打ち合わせをしていった。打ち合わせの結果、最終的には、作成の
しやすさなどから考えて五角形と六角形のパーツの中心に穴を開け、完成時に中に照明を入れ
るという、行灯のようなものを作成することになった。
と、ここまでの長い打ち合わせが、この木工体験の中で一番苦労したところかもしれない。
綿密な話し合いと打ち合わせを経て、今度は実際に木工の作業の部分に入った。最初は五角
形と六角形の型取りの作業をした。これが意外と難しく、正確な五角形と六角形を描くことが
これほどにも難しいことだとは思っていなかった。正五角形と正六角形が出来るまで授業二回
分は費やしたかもしれない。それほど難しかった。
型ができたらその型を材木に写し書きしていった。ちなみにサッカーボールには五角形が１２
面、六角形が２０面、計３２面もあるので、この作業だけでも少し飽きてくるのである。
次に行った作業は下書きの書かれたパーツの真ん中、頂点にそれぞれ穴を空け、それを下書
き通りにカットしていく作業なのだが、これがまた大変で、先程も述べたように五角形が１２、
六角形が２０ということは、サッカーボールには辺が全部で１８０あり、その辺の数の分をカット
していかなければならないのである。藤田先生が機械でカットしてくださった分を除いても、
１５０辺は独力で切っただろう。根気と体力の要る作業だったが、休憩をはさみながら一辺一辺
慎重にのこぎりでカットしていった。
この作業が終われば後は仕上げ、パーツにやすりをかけ、ニスを塗って、パーツをモールで
つなげていくのだが、完成が近づくにつれ、それまで見る事の出来なかった完成形が見えてき
て、興奮が高まっていった。
ついに完成。多少形が歪な部分はあったが、ほぼ計画通りに完成することができた。完成す
るとすぐに土台と電球を取り付け、点灯式を行った。サッカーボールの中から照らされる光
は、ミラーボールのようなきれいなまばゆい光を放った。普段は観賞用として、夜になると照
明としてムーディーな光を演出することが出来る優れものである。藤田先生からもお褒めの言
葉を頂き、私自身も満足のいく作品となった。
今回の木工体験では、道具の使い方や木の性質など木工に関する学習のみならず、休憩時間
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に藤田先生がお話して下さった貴重な体験談や教育に関するお話の中で、考えさせられたこと
や、学ぶことが多かった。ここでの貴重な体験を記憶として残すだけでなく、私の財産として
残していき、残りの大学生活、またそれ以降の人生に活かして生きたい。
「ふじ工房での木工体験」
緑川 遼
２００８年初冬、これからますます寒くなっていく季節のなかで私たち水野ゼミの四年生２人は
木工にチャレンジすることになった。「木工」という大きい括りのなかで木材を使用するものな
らば何をつくってもOKということだったので私は何をつくるか相当に悩んだ。本棚は実用性
があるが、あまりにも普通過ぎて面白くない、小物入れもひねりがない、などと悩んだ挙げ句
に当日になっても何をつくるか決めることができなかった。
今回私たちがお世話になったのは江別市文京台にある、大学から歩いて１０分～１５分ほどのと
ころに自宅兼アトリエをもつ「ふじ工房」の藤田先生であった。藤田先生は元教職員というこ
ともあり指導するのがとても明確で分かりやすく、とても温厚で頼りがいのある人だった。そ
んな優しい藤田先生にすっかり心を打ち解けた私は「実はまだ何をつくるか決めていないんで
す。一緒に考えていただけないでしょうか？」と尋ねた。普段の私は人見知りが激しい性分で
なかなか自分から人に声を掛けることができないのだが藤田先生には自然と話を掛けている自
分がいた。これも藤田先生がもつ独特の雰囲気からなのだろう。
藤田先生と何をつくるか話し合い、あれでもないこれでもないと悩んでいると、ふと壁に掛
かった人間の顔の彫刻が私の目に飛び込んできた。すごく刺激的で「これだ！」と思わず声を
出してしまった。そして私は一目惚れしてしまった彫刻を行うことに決定した。
彫刻をするために必要な道具は当然、彫刻刀、そして木材であるのだが、木材といってもど
んな木でもよいというわけではない。彫刻に適した木材というのがきちんとあり、掘りやすい
柔軟な木が最も彫刻に適している。そしてその条件にピタリと当てはまる木とは白樺の木であ
り、早速私は水野先生と白樺の木を調達するため某所のある施設に向かった（ある事情で正式
名称は言えない）。その日の天候は猛吹雪で５M先も見えないという悪天候で、気温もかなり
低く、おまけに除雪作業が入っていないため、腰まで雪に埋もれながら前に前に白樺の木を目
指して歩き続けた。その甲斐もあり、とても大きな白樺の切株を手に入れることができた。こ
れだけ大きいと人間の頭からつま先まで彫ることができるかもしれないと胸が自然と高まっ
た。その切株を「ふじ工房」に持ち帰り、ストーブの前に置いて２、３日乾燥することにし
た。木材が湿っていると彫る作業が困難になるからだ。
白樺の切株を調達してから３日後、私は「ふじ工房」に向かった。今日から彫刻に挑戦でき
るのだ、嬉しくないはずがない。その足取りは軽快で気が付けば私は走り出し、学校から僅か
５分弱で到着した。
切株は完璧に乾燥しているとは言えないものの、全体を通しての作業時間は限られているの
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で私は少し焦っているなと自分でも感じながら作業に取り掛かった。まずは切株を４分の１の
大きさにノコギリでせっせと切り落とす。ノコギリを持って作業をするのは小学校以来だった
ので懐かしさが甦ってきた。切り終わるとすぐに彫る作業に取り掛かった。下書きも一切せず
感性にまかせて彫っていくのだ。開始してから間もないがこれだけで私は職人の気分を味わう
ことができた。しかし幾筋か彫刻刀を木に当て彫っていくと、この白樺はかなり古いもので、
しかも腐りかけで使い物にならないということが判明し、彫刻を諦めざるを得なくなってしま
った。
彫刻を諦めた私はまた振り出しに逆戻りし、何をつくるか、一から考えなければならなかっ
た。私は地味なものは好きではないので何かインパクトがあるものをつくりたいと思ってい
た。そして閃いた。「そうだスケートボードのデッキをつくろう！」そうと決まると彫刻の無念
さを直ぐに切り替えることができた。
スケートボードは人間の体重に耐えられるように「張り板」といって２枚の木材の板を張り
合わせてできている。なので、まずは２枚の板を強力ボンドで貼り付け、次に鉛筆でカットす
る部分に下書きをし、その線に合わせて電動ノコギリで切り取っていった。全体の長さは５５
cm、トップの幅は２０cm、センターの幅は３０cm、テールの幅は２０cmとした。これで形としては
だいぶスケートボードに近づいた。さらに今度はベルトサンダーで全体の角を丸くする作業を
行った。この作業が一番神経をつかい楽しかった。
そしていよいよ完成に近づいていき、最後の仕上げとしてデッキの裏側に茶、緑、黄のライ
ンを入れた。これでスケートボードデッキが完成した。思っていた以上に完成度が高かったの
で我ながら満足に値する結果となった。ただ彫刻を断念することになったのは非常に残念では
ある。いつか機会に恵まれたのなら、この時にできなかった人間像の彫刻に是非とも挑戦した
いと思う。そしてこれが大学生活最後のリポートとなるわけなのだが、木工を始め、様々なも
のづくりに挑戦させてくれる機会を与えてくれた水野先生、そして藤田先生には本当に感謝し
ています。ありがとうございました。
木工体験に関するレポート
４年Cクラス 高橋庸輔
水野ゼミの後期の単位取得条件は、鳥瞰図を書くことと木工体験で作品を作り、その体験に
ついてレポートを書くことが条件であった。
自分はあまり器用なほうではないので、最初木工で何かを作ると言われた時は、しっかりと
した作品が作れるかなという不安があった。そんな中、今回木工体験でお世話になる藤田先生
に会いに行くため、文京台にある「ふじ工房」へ行くことになった。最初は堅い人なのかなと
いう印象だったが、いざ話してみるととても気さくな方でいろいろな話をして下さった。話を
しているうちに不安も消え、がんばろうという気になった。
最初はペン立てが簡単そうだなと思い作ろうと思っていたが、なぜか本棚を作ることになっ
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てしまった。藤田先生が事細かに指示を出してくれたので、作る上でとても助かった。まず初
めに取り掛かったのが、本棚の形作りである。しっかりと寸法を測ってやらなければ後々困る
ことになるので、神経を集中させてやった。寸法が決まり、木を切ることになったが、のこぎ
りで切ると時間がかかるので、電動の機械で切ることになった。これが非常に早く正確なの
で、不器用な自分でも丁寧に切ることができた。切った後は、やすりで丁寧に削り形を整え
た。これで、上下面と左右の面が完成した。さあここから本番だというところだったが、これ
が完成した週に後期の授業が終わってしまったので、４年生まで持ち越しかと落胆していた。
だが、藤田先生の計らいにより冬休みも来ていいということになったので、うれしい反面せっ
かくの冬休みが…という気持ちは微塵もなく、喜びに満ちていた。
冬休みに入って気持ちが緩んでいたのか、寝坊をして遅刻してしまいまずいと思っていた
が、藤田先生は暖かく迎え入れてくれ、さらにコーヒーまで入れて下さった。先生の奥さんは
毎週藤田先生や水野先生だけでなく、自分と緑川にまでコーヒーを入れてくれて、寒かった心
も体も一瞬にして温まった。本当にありがとうございましたといいたい。
ここからの作業が、本棚が成功するか失敗するかのポイントとなる。本を取り出す前の面は
取り外しができるようにしたかったので、上と下に溝を作ってそこに板を入れ取り外すという
方法をとることにした。藤田先生に色々とアドバイスをもらったり、手伝ってもらいながらな
んとか作ることができた。しかし上の溝が深すぎたので、竹ひごを入れて応急処置した。前後
の面の板は、非常に薄く割れやすかったので、電動の機械で切ることができずのこぎりで切る
ことになった。板をしっかりと押さえつけ、正確に切ることができた。完成した面を溝に入れ
てみる。これが機能しなければ、本棚は完成しない。見事に取り外しができた。後はニスを塗
りつやを出して、見事に完成した。
木工をしたのは、中学校の技術の授業以来であったが、今回はそのときと比べようがないく
らい、完成度の高いものを作ることができた。最初は色々と不安もあったが、終わってみれば
なかなかの作品を作ることができた。藤田先生は、木工に関する話だけでなく、自分の生い立
ちやどんな仕事をしてきたかというようなプライベートな話までしてくださった。その中に
は、ためになるような話も数多くあった。貴重な体験ができたと思う。
むすび
以上、記述してきたように一昨年度と昨年度の木工体験学習では、材料の調達からアイディ
アのまとめ、そして素材の扱いや仕上まで数限りない課題の集積があったようである。その一
方で、教室内の座学では得がたい緊張感あふれる満足感と達成感を手にしたようである。成果
物が厳然とした作品の形で残るという点も大きな魅力のひとつであろう。今後とも「環境素材
の使いこなし過程」に関わる生涯学習活動を計画的に継続・実践していく予定である。
本稿で記述した木工作品制作を遂行するに際して、多くの方々のご協力を得ることが出来
た。末尾ながらここに感謝の意を表するものである。とりわけアイディアをまとめる段階から
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助言を頂き、実際の制作面では加工技術の御指導まで賜った「ふじ工房」の藤田佳孝先生に
は、心からの謝意を申し述べたい。そのほか完成した作品に対して賛辞を寄せてくれた当時の
４年生で「家庭電気・機械」の履修学生諸君たちへも感謝を申し上げる次第である。
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Wooden Works Crafted by Students
― their learning and practicing process of how to treat wooden materials ―
MIZUNO, Shintaro
Abstract
This paper is a report on wooden works crafted by students. They were students of Mizuno Semi-
nar, Wellness Support Course, Department of Wellness Planning, School of Lifelong Learning Sup-
port Systems, Hokusho University. Each of them made a“wooden soccer ball”used as an electric
light, a skateboard deck and a wooden bookcase for pocketbooks.
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